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やしま呉服店からのお知らせ
５月の催事・イベント

◎小松子供歌舞伎お旅祭り･･･１１日（土）

◎風薫る市･･･２４日（金）～２６日（日）

６月の催事・イベント

◎大宗金沢消費者展･･･７日（金）～９日（日）

◎革新展･･･２１日（金）～２３日（日）

◎さくらんぼツアー２５日（火）～２７日（木）

さくらきもの学院 ※詳細は事務局まで

受講生を募集しています！

着物を自分で着るには今がチャンス♪

レッスンのお申込受付ます♪

・進級教室：初等科.専科…

・着方教室：12,000/10回～

・1dayレッスン：500円/回

記念の日の着物の着付け承ります♪
ヘアー・メイク・着付け・撮影ご依頼受け付けます！

※詳細はさくらきもの学院事務局まで

今月の和とく情報

コーディネートのコツ
着物の世界では、昔から「季節の先取り」が粋でおしゃれ。特に春は季節感に敏感になりません

か？

春の光を感じた頃から、少しず装いの色合いは春色へとシフトしていきましょう。品よく、センス

良く季節感を取り入れていきます。

これからの和とくポイント

自然の色を取り入れる
自然界に見られる春の色。若草、紅梅、薄桃、菜の花色を取り入れてみます。

ぐっと春っぽくなります。

ピンクが苦手、明るい色は子供っぽくならない？と心配な方には、「くすみパステル」がおすすめ。

ほどよい甘さをプラスできます。

この帯締めは「桜鼠色」。アイシーピンクや、ピンクグレーに近いでしょうか？〇〇鼠という色名

は、古くから多数あり、日本の伝統色でもあります。

梅や桜、蝶の模様の着物や帯はありませんか？模様は季節感を出しやすいのでおすすめです。

大人になっても楽しみたい着物コーディネートに、桃の花の赤系、桃色系、緑系の色を取り入れて

みてもいいですね。

「いつもモノトーンが多くて、明るい色は苦手。」な人は、帯締め一本からはじめてみませんか？

帯締めは前姿の中央に一線をひく色のおしゃれ。面積が小さくとも着物姿の雰囲気を変える力があ

ります。

また、春のコーディネートを考える時、防寒と放熱（放湿）は両方考えます。

初夏の気温だったら、その日のお出かけは、夏の襦袢に麻の枕。単衣の紬がちょうどよかったりし

ます。

そんな時の半衿は袷のものです、お間違えの無いようにしてください。

季節と着物とともに、大いに四季を楽しみたいですね。


